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知的障害者本人参加を重視した青年学級の       

より豊かな実践を求めて  

－Ｔ市「みんなの青年の会」における 13 年間の活動内容の検討－ 
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要 旨：本研究では、筆者が設立当初から指導者・ボランティアとして関わった

13 年間活動を継続している T 市「みんなの青年の会」について、1990 年度から
1993 年度を第１期（開設期）、1994 年度から 1997 年度を第２期（充実期）、1998
年度から 2002 年度を第３期（発展期）の三期に分け、具体的な活動内容及び経過、

学級生のコメント等を分析し、その在り方を明らかにすることを目的とした。  
卒業生が養護学校卒業後も充実した生活を送るためには、どのような活動内容を
準備・展開すべきかが、知的障害者本人の主体的で能動的な活動内容が青年学級
の活動を考慮する上で重要な観点であることが推測された。知的障害者本人たち

のニーズをトータルに捉えて、地域での主体的な活動につながるようなサポート
体制づくりはどうあるべきかという課題にも踏み込んで考察を加えた。  
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Ⅰ．はじめに  
 

知的障害者の青年学級は、知的障害者のアフ
ター・ケアの場として、かつ卒業生が仲間と一

緒に余暇を楽しく有意義に過ごし、社会生活を
する上で必要な知識、技能、態度を身につけて
いく生涯教育の場として（大野・宮本・井田, 
1989 ）、円滑な社会参加・自立を図る意味で重

要な役割を担って展開されてきた。なかでも東
京都等では養護学校義務化以前から先進的な
取り組みが行われてきた。例えば、星野（2002)
によると、墨田区では、1964 年に中学校特殊

学級の同窓会「巣美多会」が母体になって社会
教育課が主管の青年学級「すみだ教室」が発足
した。活動内容は、年間 19 回にわたり調理実
習、クラブ活動、レクリエーション等であった。 
さらに近年、こうした卒業後の適切な教育環

境の整備は、生涯教育の観点からも非常に重要
なこととされ、青年学級の一層の充実が望まれ
る（宮本・大野・井田, 1990）。しかし青年学級

の実態は明らかではなく、全国でおおよそ 500

学級あると予測され（大南, 2000）、現在、全国
における実態調査が進められている段階にし
かないとしている（大南, 2001; 2002）。 
このような青年学級の活動内容に関する数

少ない先行研究として、大野・宮本・井田（1989）
は、①出席者の少ない月の特徴としては、疲労
感が残り、職業生活に影響を残す活動、見る、
聞く、話し合う等の静的な活動、受動的な活動

は敬遠されがちになる点。②出席者の多い月の
特徴としては、主体的、能動的に取り組める活
動がプログラムの中心となる点を報告してい
る。これらの指摘からは、卒業生が養護学校卒

業後も充実した生活を送るためには、どのよう
な活動内容を準備・展開すべきかの検討が重要
に思われる。さらに、知的障害者本人の主体的
で能動的な活動内容が青年学級の活動を考慮

する上で重要な観点であることが推測できる。
また本人たちのニーズをトータルに捉えて、地
域での主体的な活動につながるようなサポー
ト体制づくりも大切な点となると考えられる。 
本研究では、筆者が設立当初から指導者・ボ
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ランティアとして関わった 13 年間活動を継続
している T 市「みんなの青年の会」の活動内容

及び経過を分析し、その在り方を明らかにする
ことを目的とする。 
 

Ⅱ．方法 
 
１．対象会 
Ｔ市「手をつなぐ育成会」が主催する青年学

級（1996 年度より「みんなの青年の会」と改

称）を対象とした。1990 年の設立当初は、18 歳
から 30歳代の知的障害者 30名ほどが参加した。 
 
２．期間 

1990 年 4 月から 2003年 3 月までの 13 年間
を対象期間とし、開設直後の第１期（開設期）、
クラブ活動の開始やハワイ旅行が実施され活
動が充実した第２期（充実期）、さらに知的障

害者本人による定例役員会の活動が発展して
きた第３期（発展期）の三期に区分した。 
 
３．分析方法 

1990年度から2002年度までの月例定例会案
内、年間４回発行の「Ｔ市育成会ミニ通信」、
活動 10 周年記念誌「未来－二十一世紀へ－ み
んなの青年の会10周年記念誌」（Ｔ市手をつな

ぐ育成会, 2000）、及び年間計画や各回の実施記
録の記載や本人のコメント、筆者とのやりとり
を含めた具体的なエピソード記録から関連事
項を抜粋し検討を加えた。また、大南(2000)の
示すカテゴリーに従って、13 年間の継時的変化
を第１期（開設期）、第２期（充実期）、第３期
（発展期）の三期に分けて活動内容を分類し、
検討を加えた。 

Ⅲ．結果及び考察 
 
1．第１期（開設期）： 

1990 年度から 1993年度 
１）会全体の経過概要 
 養護学校卒業後の生活充実と社会参加を目

的として、1990 年 3 月 17 日に青年学級開催打
合せ会を行い、「Ｔ市手をつなぐ育成会」が主
体となってＴ市「青年学級」が開催されること
となった。 
 第１期では、学級生たちの休日における余暇
活動の充実を目指した。それまでは、家庭を中
心とした余暇活動が主であり、学級生同士が集
って様々な社会的資源の活用や余暇活動への

参加が不十分な状況にあった。年間活動内容は
保護者と筆者が中心となって協議がなされ、
Table １に示すような内容が計画・実施された。
開講日は月例定例会として日曜日開催とし、会

場は学習会、クリスマス会等の室内行事はＴ市
社会福祉センターが利用された。その他の行事
については、地域のレクリエーション施設等の
社会資源が利用された。参加者は 10 名程度か

ら 30 名程度であった。 
 
２）学級生の取り組みの概要 
 全ての行事において、ボランティアが指導者

となり実行された。全体進行、準備等の当日活
動の全てがボランティアと保護者で準備され
た。このような中、1990、1991 年度の学習会
で筆者が講師となり学習会「ゴミの話」を実施

した。1991 年 8 月 25 日に行った学習会「ゴミ
の話：空き缶は生きている！」を Table２に示
した。「空き缶はまだ生きています。生き埋め
にされてはかわいそうではありませんか。」等、

年 月 日 活   動   内   容 年 月 日 活   動   内   容
3 月 1 7 日 青 年 学 級 開 催 打 ち 合 わ せ 会 1 9 9 2 年 度

1 9 9 0年 度 4 月 1 9 日 青 年 学 級 開 講 式
4月 2 2日 青 年 学 級 開 講 式 5月 3 1日 ハ イ キ ン グ （ 立 山 山 麓 ）
5月 2 7日 ワ ー プ ロ 、 ソ フ ト ボ ー ル 6月 2 0日 買 物 学 習 、 絵 画 教 室
7月 1 5日 社 会 見 学 （ 新 穂 高 ） 7月 1 4日 学 習 会 （ 科 学 文 化 セ ン タ ー ）
8月 2 6日 学 習 会 、 籐 工 芸 8月 2 8日 学 習 会
9月 1 6日 ワ ー プ ロ 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 9月 2 7日 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、 サ ッ カ ー

1 0月 1 4日 セ ー ナ ー 苑 祭 参 加 1 0月 1 0日 運 動 会 前 夜 祭 に 参 加
1 1月 1 8日 年 賀 状 作 り 、 ソ フ ト ボ ー ル 1 0月 3 1日 一 泊 研 修 旅 行
1 2月 9日 ケ ー キ 作 り 、 ク リ ス マ ス 会 1 1月 1日 （ 能 登 ）
1月 2 7日 学 習 会 、 ち ぎ り 絵 1 2月 2 3日 ク リ ス マ ス 会
2月 1 7日 ス キ ー 会 1月 2 3日 チ ャ レ ラ ン 大 会
3月 1 7日 青 年 学 級 閉 講 式 2月 2 0日 ス キ ー 会

1 9 9 1 年 度 3 月 1 3 日 青 年 学 級 閉 講 式
4月 2 1日 青 年 学 級 開 講 式 1 9 9 3 年 度
5 月 1 2 日 古 洞 の 森 ハ イ キ ン グ 4月 1 8日 青 年 学 級 開 講 式
6月 1 6日 買 物 学 習 5月 3 0日 ハ イ キ ン グ （ 頼 成 の 森 ）
7月 1 4日 乗 馬 教 室 、 ソ フ ト ボ ー ル 6月 2 0日 買 物 学 習 、 映 画 鑑 賞
8月 2 5日 学 習 会 7月 1 4日 学 習 会 （ 科 学 文 化 セ ン タ ー ）
9月 8 日 社 会 見 学 （ 交 通 管 制 セ ン タ ー ） 8月 2 8日 一 泊 研 修 旅 行

ソ フ ト ボ ー ル 2 9日 （ 白 山 、 里 野 ）
1 0月 6日 ソ フ ト ボ ー ル 9月 1 9日 り ん ご 狩 り （ 飛 騨 古 川 ）

1 1月 2 3日 一 泊 研 修 旅 行 1 0月 2 4日 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、 サ ッ カ ー
2 4日 （ 信 州 牟 礼 村 ） 1 1月 1 4日 社 会 見 学 （ 火 力 発 電 所 ）

1 2月 1 5日 ク リ ス マ ス 会 1 2月 1 9日 ク リ ス マ ス 会
1月 2 6日 工 作 教 室 1月 2 3日 学 習 会
2月 1 6日 ス キ ー 会 2月 2 0日 ス キ ー 会
3月 1 5日 青 年 学 級 閉 講 式 3月 1 3日 青 年 学 級 閉 講 式

Table 1 第１期（開設期）の活動内容 
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知的障害者にわかりやすく、ビデオやクイズで

リサイクル問題についての学習会が行われた。
2 時間にわたる学習会であったが、学級生たち
は最後まで真剣に参加し、特に学級長のＡさん
（知的障害男性：20 代後半）は、身近なゴミの

話に大変興味を持ち、「ゴミはまだ生きている。
かわいそうだ。ぼくたちでゴミを助けよう。」
等と、他の学級生たちに呼びかけた。Aさんは、
筆者が提示用に持参したカラー写真で構成さ

れた本を自費で購入し、自宅で自らゴミの勉強
を始めた。そのことを A さんの保護者から聞か
されたとき、筆者は障害者の生涯学習の必要性
を強く感じた。こうした A さんの意見に賛同す

る学級生も現れ、2 ヵ年連続（２回）の学習会
となった。保護者たちも賛同し、社会見学とし
てゴミ処理場の見学も実施された。そして1992
年度からの年間計画に「ボランティア活動」と

して空き缶・ゴミ拾いが導入され、1992 年度
に 1 回、1993 年度に 1 回、更に、1994 年度か
らのボランティアクラブへと発展して行った。
この学習会は学級生の主体的な活動を引き出

す大きな契機となった。こうした一つの学習会
がきっかけとなり、継続的なボランティア活動
に発展したことについて、保護者から以下の感
想が寄せられた（Ｔ市手をつなぐ育成会, 2000）。 
 保護者（女性 50 代)「ぼくたちも空き缶ひろ
い等ボランティアをしたい！と始まったボラ
ンティア活動。ボランティア活動の日の朝 10
時頃になると、市社会福祉センターのロビーに

参加者が口々におはようございますと言いな
がらぞくぞくと集まってきます。大勢の人波を
横目で見ながら、彼らは誇らしげに空き缶拾い
や清掃に取り組んでいます。（中略）この活動

を決めてからは彼ら自身の自負にほかありま
せんが、一緒に参加されてくださるボランティ
アさんの協力を忘れてはなりません。また、年
数回みんなの青年の会で空き缶拾いやごみひ

ろい等を行う予定ですが、その他、彼らに楽し
くできるボランティア活動に何かあるか、彼ら
と目下模索中です！」 

２．第２期（充実期）： 
1994 年度から 1997年度 

１）会全体の経過概要 
 第２期では、学級生たちのニーズを反映する
活動を支援することを目指した。将来的に学級

生たちが自主的、主体的に活動できることを目
指すことを意図した。会の名称変更や学級生に
よる役員会の発足を想定し、各活動における内
容を簡略化し、学級生が主体的に取り組めるモ

デルとなるように配慮した。そのために、第１
期から第２期の 95 年度までは、年間活動内容
について保護者と筆者が中心となり協議し、
Table３に示したように計画・実施された。 
 開講日は第１期と同様に、日曜日ごとの月例
定例会とされ、会場は室内行事はＴ市社会福祉
センターを利用した。その他の行事については、
T 市体育館やボウリング場等の地域の社会資源

を積極的に活用した。参加者は 30 名程度から
多いときには 70 名を越えた。このように、学
級生の参加数の増加を受けて、ボランティアの
確保が問題となった。そのため、筆者が発起人

となり、養護学校教員、学生、社会人によるボ
ランティアサークル「共楽共育サークルＴ」を
設立した。 
 また、第１期で述べたように保護者と一部の

学級生の中で空き缶拾いや清掃に関するボラ
ンティア活動への関心が高まり、1994 年度か
らは町の清掃活動を行うボランティアクラブ
が発足した。そして、1994 年度と 1997年度に

は、「希望の旅」としてハワイ旅行が実施され
た。その様子は地元新聞記事にも次のように掲
載された。「太平洋を越えてＴとハワイの知恵
遅れの青年が交流。Ｔ市手をつなぐ育成会青年

学級は、ハワイを訪れ、同じ障害を持つ青年と
交流を深める。これまでにハワイの気候や時差
等を学び、ハワイの仲間たちへのプレゼントも
手作りし、六日の出発日を心待ちにしている。

（一部抜粋）」（北日本新聞朝刊, 1994 年 12 月
5 日）。 
 

　 指導内容 指導者(筆者）の活動 学級生の活動
導入 アルミ缶提示し、三択クイズをする 名前カードを思った所に貼る
ビデオ視聴 空き缶リサイクルに関するビデオを ビデオを見る。

提示する。
空き缶の 空き缶は生きているという話をする 空き缶のほとんどがリサイクル
リサイクル 可能なことを知る

みんなの力で、多くの空き缶を生き返らせる
ことができることを伝える

新聞紙等 の 新聞紙や雑誌も生き返らせることができる 廃品回収の意味と役割を知る
リサイクル ことを伝える
まとめ 今後、空き缶等をどうするかを問う三択 リサイクルできるように空き缶

クイズをする 箱に入れることの大切さを知る

Table 2  学習会「ゴミの話」の概要（1991 年 8月 25日） 
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　 時　間 行　事　等 検　討  内  容

出席者：学級長及び役員５名、保護者５名、ボランティア４名

午後７：００ 夕食会
７：３０ 学級長の挨拶 ・今日の話し合いの流れを説明

行事内容と運営に関する検討
７：４０ １０月行事 ・集合時間と場所の確認

体力づくり、測定 ・トレーニングセンターへの移動の仕方
・グループ分けの仕方
・挨拶や集合係の分担

１１月行事 ・料理教室のグループ分けの仕方
料理教室 ・作ってみたい料理の意見発表

・進行役の決定
１２月行事 ・司会進行、サンタクロース役の決定
クリスマス会 ・やってみたいゲームの検討

・招待する団体の検討（ダンスチームに決定）

８：３０ 学級長の挨拶 ・次回、役員会の日程確認

 さらに 1996 年度から「みんなの青年の会」
への名称変更も行われた。この名称は、大南
(2000)が指摘するような学級生の高齢化によ

る名称変更ではなく、「もっとかっこいい名前
を自分たちでつけたい。」という学級生たちの
希望からであった。こうした会の名称に会わせ
て学級生本人が役員として参加する定例役員

会も発足し、Table４のように 3 ヶ月に１回の
割合で 1 時間 30 分程度の時間が設けられ、学
級生の代表が活動内容について企画段階から

参画できるようになった。このような取り組み
の中で、これまでの活動に加えて、本人たちの
希望から施設帰省者との交流会、施設祭への参
加等の交流活動も積極的に行うようになった。 

年 月 日 活  動   内   容 年月日 活  動   内   容
1 9 9 4年 度 ボ ラ ン テ ィ ア ク ラ ブ 発 足 1996年 度 「 み ん な の 青 年 の 会 」 に 改 称

4月 3日 開講式 4月 7日 ※ボランティアクラブ
4月10日 ※ ボランティアクラブ 4月21日 開講式、 バーベキュー大会
5月1日 ※ ボランティアクラブ 5月12日 ※ボランティアクラブ

5月14日 一泊研修旅行 5月26日 社会見学 （ ビール工 場 等）
15日 6月 2日 ※ボランティアクラブ

6月5日 ※ ボランティアクラブ 6月23日 買物学習 （ 金沢方面 ）
6月26日 買物学習 7月 7日 ※ボランティアクラブ
7月10日 ※ ボランティアクラブ 7月21日 スポーツ 、学習会
7月31日 ※ ボランティアクラブ 8月 4日 ※ボランティアクラブ
8月7日 ※ ボランティアクラブ 8月17日 施設帰省者交流会

8月13日 施設交流会（ボ ウ リ ン グ大 会） 9月 1日 ※ボランティアクラブ
9月4日 ※ ボランティアクラブ 9月22日 一泊研修旅行

9月23日 東海北陸 ブ ロ ッ ク大 会 23日 （五箇山 ）
24日 本人部会 への 参 加 10月 13日 ボランティア活 動、 体 力 測 定

10月 2日 ※ ボランティアクラブ 10月 20日 あざみ園祭参加
10月 30日 バーベキュー大 会 11月 3日 ※ボランティアクラブ
11月 13日 ※ ボランティアクラブ 11月 24日 料理教室
11月 20日 学習会、 ス ポ ー ツ、 ボランティア 12月 1日 ※ボランティアクラブ
12月 4日 ※ ボランティアクラブ 12月 22日 クリスマス会
12月 6日 希望 の旅 1月 5日 ※ボランティアクラブ

10日 ハワイ五日間 の旅 1月14日 新成人を 祝 う会
12月 25日 クリスマス会 2月 9日 ※ボランティアクラブ

1月8日 ※ ボランティアクラブ 2月18日 スキー会
1月22日 学習会、 絵 画 教 室 3月 2日 ※ボランティアクラブ
2月5日 ※ ボランティアクラブ 3月15日 ボウリング大会、 閉講式

2月19日 スキー会 1997年 度
3月 5日 ※ ボランティアクラブ 4月 6日 ※ボランティアクラブ

3月12日 ボウリング大会 、閉講式 4月27日 開講式、 バーベキュー大会
1 9 9 5年度 5月 4日 ※ボランティアクラブ

4月2日 ※ ボランティアクラブ 5月11日 社会見学 （黒 部みどりの 森）
4月9日 開校式、 花見 6月 1日 ※ボランティアクラブ
5月7日 ※ ボランティアクラブ 6月15日 買物学習 （ 高岡方面 ）

5月28日 バーベキュー大 会 7月 6日 ※ボランティアクラブ
6月4日 ※ ボランティアクラブ 7月13日 スポーツ 、学習会

6月18日 本人部会 への 参 加 8月 3日 ※ボランティアクラブ
7月2日 ※ ボランティアクラブ 8月16日 施設帰省者交流会

7月16日 絵画教室 9月 7日 ※ボランティアクラブ
8月6日 ※ ボランティアクラブ 9月14日 一泊研修旅行

8月17日 施設帰省者交流会 15日 （新潟雪 だるま 温泉 ）
9月3日 ※ ボランティアクラブ 10月 5日 ※ボランティアクラブ

9月23日 一泊研修旅行 10月 12日 体力測定 、ボランティア 活動
24日 一泊研修旅行 10月 26日 セーナー 苑 祭 参 加

（乗 鞍 高 原） 11月 3日 ※ボランティアクラブ
10月 15日 体力測定 、ボランティア 活動 11月 16日 料理教室
10月 29日 セーナー 苑 祭 参 加 11月 30日 ※ボランティアクラブ
11月 5日 ※ ボランティアクラブ 12月 2日 第二回希望の旅

11月 26日 料理教室 6日 （ハワイ 方 面）
12月 10日 クリスマス会 12月 21日 クリスマス会

1月7日 ※ ボランティアクラブ 1月 4日 ※ボランティアクラブ
1月21日 新成人を 祝 う会 1月11日 新成人祝賀会、音 楽 、ダンス
2月4日 ※ ボランティアクラブ 2月 8日 ※ボランティアクラブ

2月18日 スキー会 2月15日 スキー会
3月3日 ※ ボランティアクラブ 3月21日 ボウリング大会、 閉講式

3月17日 ボウリング大会 、閉講式
※ 印は 、 月例定例会以外に 実 施す る有 志 による
　 クラブ活動 である。

Table 3 第２期（充実期）の活動内容 

Table 4 1996 年度第３回役員会の流れ(1996 年 10 月 9日) 
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２）学級生の取り組みの概要 
 この青年学級が開始されて約5年を経過する

中で、学級生にとってみんなの青年の会は、と
ても大きな楽しみの会になってきた。この時期
の学級生の感想として以下のものが残されて
いる（Ｔ市手をつなぐ育成会, 2000）。 
 Ｂさん（男性）「みんなの青年の会やボラン
ティアが大好きです。たのしかったことは、育
成会でふねにのってほっかいどうへいったこ
とです。家でトイレそうじをするとおかあさん

によろこばれます。」 
 Ｃさん（女性）「わたしは青年の会がだいす
きです。たくさんのともだちにあえるからです。
１ヶ月に二かいあります。一つはかいものがく

しゅう、りょうりきょうしつ、すぽーつきょう
しつ、いろんなことをします。もう一つはぼら
んてぃあです。はじめ四つのトイレそうじ。い
まは三つです。おわったあとはいいきもちです。

それからしょくじにいって、おわったらぼーり
んぐにいったりします。はじめはとってもたい
へんでした。いまはすとらいくもでます。たの
しいです。」 
 また、一部の行事において、学級生が司会等
を務める形で運営に参加するようになった。
Table ５に 1998 年 1 月 11 日に実施された「新
成人祝賀会」の概要を示した。Ｄさん（ダウン

症女性：20 代前半）は、初めて全体進行を務め
ることとなった。そこで、筆者はカード式によ
る司会用シナリオカードを作成した。D さんは、
会が始まるまで筆者が用意したシナリオカー

ドを何度も読み直して練習していた。フォーマ
ルな会であり、Ｄさんの背後には、筆者が支援
のためについたが、普段から発音が不明瞭なこ
ともあって D さんの保護者はとても心配そう

であった。しかし、Ｄさんは筆者の支援を受け
ることなく最後まで一人で大きな声で全体進
行を務め上げ、全員から大きな拍手をもらった。 
Ｄさんも保護者も感激していた。保護者は、

「何でもチャレンジさせてみるものですね。本

人にとっても私にとっても大きな自信となり
ました。」と感想を述べていた。 
 
３．第３期（発展期）： 
      1998年度から 2002年度 
１）会全体の経過概要 
 第３期では、学級生たちのニーズを反映する
とともに、自主的、主体的に活動できることへ
の支援を目指した。第２期までの活動において、
大筋の流れは学級生たちは学習していた。司会

役はどのように活動を進行し、また注意すべき
諸点についてもほぼ学習・習得しているものと 
考えられた。そのために、年間活動内容は定例
役員会にて協議し、保護者やボランティアは、

学級生たちのニーズを最大限実現するように
し、直接的援助は最小限に努めた。加えて、各
活動毎に担当者を学級生から選出し、自主的な
活動になるよう配慮した。 
 この協議の中で学級生の代表から「学習会や
話し合いは年に１回程度引き続き学習会を開
きたい」、「年２回ぐらいは全員で運動したい」
「趣味・習い事は人それぞれ趣味が違うのでや

らなくてよい」、「レクリエーションと見学・旅
行、調理はもっと多くしてほしい」、「空き缶ひ
ろい等のボランティア活動はボランティアク
ラブ以外でも全員でやる機会がほしい」等の意

見が出された。このような学級生の代表の意見
を反映して Table ６のような活動が計画・実施
された。開講日はこれまでと同様、日曜日の月
例定例会とされ、室内行事の会場はＴ市社会福

祉センターを利用した。その他の行事について
は、T 市体育館などの地域の社会資源を一層活
用した。参加者は第２期と同様に 30 数名から
多いときには 70 名を越えるようになった。参

加数の増加を受けて、ボランティアの一層の確
保が問題となったが容易ではなかった。そこで、
役員たちのリーダーシップがますます求めら
れるようになった。 
 

　 時　間 活動内容 Dさんの活動 筆者及びボランティアの援助
午前１０：００ 福祉センターに集合 ・司会者役に進行用カードを準備

１０：１０ 学級長の挨拶 学級長の紹介 （背後に立って援助をする）
育成会会長の挨拶 育成会会長の紹介
新成人入場 入場のアナウンス
記念品贈呈 アナウンス
新成人代表の言葉 新成人代表の紹介

学級生への新年の抱負のインタビュー （背後に立って援助をする）
１０：４０ ラブバンドの演奏 ラブバンドの紹介
１１：３０ 祝賀会食

午後１２：３０ カラオケスタジオに ・グループ分けの援助
移動
カラオケスタジオ着 カラオケを楽しむ ・機械操作の援助

・一緒にカラオケを楽しむ
３：３０ 終了 ・人数確認

解散 ・2月定例会のパンフレットの配布

Table 5 新成人祝賀会（1998 年 1月 11日） 
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 また、保護者と一部の学級生の中で、将来的

な自立を目指す目的と余暇活動を兼ねた料理
活動への関心が高まり、1998 年度から料理ク
ラブが発足した。そしてボランティアクラブと
同日して実施していた水泳を中心としたスポ

ーツクラブを 2002 年度から発足した。さらに
学習会では、地域の人材を積極的に活用した。
例えば、2002 年 6 月 16 日に開催された学習会
では、「健康の話」として知的障害者に理解の

ある整形外科医を講師として招聘し、身体の疲

れや怪我の予防についての講義を受けた。 
 さらに、1998 年度からは年度最後の会で役
員から次年度の年間計画案が提示され、例えば
買物学習の場合、どこに行きたいか等について

学級生のみんなで話し合いがなされるように
していった。 
 
 

年月日 活  動  内  容 年月日 活  動  内  容
1998年度 料理クラブ発足 9月3日 ※ボランティア、スポーツクラブ

4月5日 ※ボランティアクラブ 9月23日 研修旅行
4月19日 開講式、バーベキュー大会 24日 ※ボランティア、スポーツクラブ
5月3日 ※ボランティアクラブ 10月9日 歩行会、体力測定
5月17日 ※料理クラブ 10月28日 きらりんピック
5月31日 社会見学（飛騨古川） 29日 ボランティア活動
6月7日 ※ボランティアクラブ 11月5日 ※ボランティア、スポーツクラブ
6月21日 買物学習（富山市街地） 11月19日 ※ボランティア、スポーツクラブ
7月5日 ※ボランティアクラブ 11月26日 料理教室
7月19日 パソコン教室（富山大学） 12月3日 ※料理クラブ
8月2日 ※ボランティアクラブ 12月17日 クリスマス会
8月16日 施設帰省者交流会 1月7日 ※ボランティア、スポーツクラブ
8月30日 ※料理クラブ 1月14日 新成人祝賀会
9月6日 ※ボランティアクラブ 2月4日 ※ボランティア、スポーツクラブ
9月20日 ボランティア活動、体力測定 2月18日 スキー会
10月4日 ※ボランティアクラブ 3月4日 ※料理クラブ
10月24日 一泊研修旅行 3月18日 ボウリング大会、閉講式

25日 （ひるがの温泉） 2001年度
11月1日 ※ボランティアクラブ 4月8日
11月22日 料理教室 4月22日 開講式、バーベキュー大会
11月29日 ※料理クラブ 5月6日 ※料理クラブ
12月6日 ※ボランティアクラブ 5月26日 一泊研修旅行
12月20日 クリスマス会、カラオケ等 27日 ※ボランティア、スポーツクラブ
1月10日 ※ボランティアクラブ 6月3日 ※ボランティア、スポーツクラブ
1月17日 新成人祝賀会、ラブバンド 6月17日 学習会、カラオケ
2月7日 ※ボランティアクラブ 7月8日 ※ボランティア、スポーツクラブ
2月14日 スキー会 7月22日 社会見学
3月7日 ※ボランティアクラブ 8月7日 ※料理クラブ
3月14日 ボウリング大会、閉講式 8月12日 施設帰省者交流会
3月28日 ※料理クラブ 9月2日 ※ボランティア、スポーツクラブ

1999年度 9月9日 買物学習
4月4日 ※ボランティアクラブ 10月7日 ※ボランティア、スポーツクラブ
4月25日 開講式、バーベキュー大会 10月14日 歩行会、体力測定
5月2日 ※ボランティアクラブ 11月4日 ※ボランティア、スポーツクラブ
5月16日 社会見学（高岡方面） 11月18日 料理教室
5月30日 ※料理クラブ 12月2日 ※料理クラブ
6月6日 ※ボランティアクラブ 12月16日 クリスマス会
6月20日 買物学習（高岡方面） 1月6日 ※ボランティア、スポーツクラブ
7月4日 ※ボランティアクラブ 1月13日 新成人祝賀会
7月18日 スポーツ、ボランティア活動 2月3日 ※料理クラブ
8月1日 ※ボランティアクラブ 2月17日 スキー会
8月15日 施設帰省者交流会（華山温泉） 3月3日 ※ボランティア、スポーツクラブ
8月29日 ※料理クラブ 3月17日 ボウリング大会、閉講式
9月5日 ※ボランティアクラブ 2002年度 ボランティアクラブが
9月18日 一泊研修旅行 スポーツクラブに変更される

19日 （信州白馬） 4月7日 ※スポーツクラブ
10月3日 ※ボランティアクラブ 4月21日 開講式、バーベキュー大会
10月17日 歩行会、体力測定 5月12日 ※料理クラブ
10月24日 セーナー苑祭参加 5月12日 ※スポーツクラブ
11月7日 ※ボランティアクラブ 5月19日 社会見学
11月21日 料理教室 6月2日 ※スポーツクラブ
11月28日 ※料理クラブ 6月16日 学習会、カラオケ、ボランティア
12月12日 クリスマス会 8月4日 ※料理クラブ
1月16日 新成人祝賀会、ラブバンド 8月4日 ※スポーツクラブ
2月6日 ※ボランティアクラブ 8月12日 施設帰省者交流会
2月20日 スキー会 9月1日 ※スポーツクラブ
3月5日 ※ボランティアクラブ 9月7日 一泊研修旅行
3月19日 ボウリング大会、閉講式 8日 ※料理クラブ
3月26日 ※料理クラブ 10月6日 ※スポーツクラブ

2000年度 ボランティアクラブに 10月13日 歩行会、体力測定
スポーツ活動が加わる 11月10日 ※スポーツクラブ

4月16日 ※料理クラブ 11月17日 料理教室
4月23日 開講式、バーベキュー大会 12月1日 ※料理クラブ
5月7日 12月1日 ※スポーツクラブ

5月28日 社会見学 12月15日 クリスマス会
6月4日 ※ボランティア、スポーツクラブ 1月5日 ※スポーツクラブ

6月18日 買物学習 1月19日 新春カラオケ大会
7月9日 ※ボランティア、スポーツクラブ 2月2日 ※料理クラブ

7月16日 スポーツ 2月2日 ※スポーツクラブ
8月6日 ※料理クラブ 2月16日 スキー会

8月16日 施設帰省者交流会 3月2日 ※スポーツクラブ
3月16日 ボウリング大会、閉講式

※印は、月例定例会以外に実施する有志による
　クラブ活動である。

Table 6 第３期（発展期）の活動内容 
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２）学級生の取り組みの概要 
ほとんどの行事において、ボランティアの支

援は最小限に留め、役員が司会やまとめ役を務
める形で運営に参加するようになった。Table
７に 2003 年 1 月に開催された「新春カラオケ
大会」の概要を示した。このカラオケ大会は、
「新成人祝賀会」に代わって新しく企画された
行事であった。企画の中心となった役員のＥさ

ん（知的障害男性：20 代前半）は、開始の 30
分前に会場に着き、役員たちと役割分担の確認
をしていた。「困ったときには助けてくださ
い。」と筆者にお願いする場面も見られるくら

い緊張していた。実は、筆者は D さんの時と同
様に、カード式による司会用シナリオカードを
作成していた。しかし、E さんは、会の前日、
筆者の自宅に「心配です。できるでしょうか。」

と電話してきていた。筆者は、「大丈夫だよ。
司会用のシナリオカードを 10 回読んで練習し
てごらん。きっとうまくいくから。」とアドバ
イスした。グループ分けについても、「先生が

いつもやっているように、生まれた月別に並ん
でもらえばいいんだよ。そうすれば、みんなき
っとすぐに並んでくれるよ。」ともアドバイス
した。心配していたカラオケのグループ分け、

司会は順調に進み、無事終了した。Ｅさんには、
役員や保護者、ボランティアからねぎらいの声
がかかり、本人も満足げであった。その日、E
さんから筆者の自宅に電話があった。「ぼく、

できました。とてもうれしかった。先生、また
今度やるとき、教えてください。」と次の活動
への参画を意図する内容の発言であった。次年
度のカラオケ大会の司会役も、E さんが自ら立

候補した。 
 また、次年度の年間計画を検討する中で、以
下のような意見が学級生から出されるように
なった（Ｔ市手をつなぐ育成会, 2000）。 
 Ｆさん（女性；20 代）「来年の行事の希望：
みんなといっしょにステーションデパートへ
行って、マリエに行って、ＣＩＣへ行っていろ

んなものをたくさん買って、たくさん集めて、
たくさん遊んで楽しみたい。また、みんなとい
っしょにカラオケに行って、新しい曲、古い曲、
デュエット曲等いっぱい歌って踊って、いやな

ことをはっさんしてパッともりあがってスッ
キリして、楽しみたい。」 
Ｇさん（男性；30 代）「いっぱく旅行が好き

です。料理と買物学習も好きです。またいっぱ

く旅行に行きたいです。」 
Ｈさん（男性；20 代）「6 月 15 日はみんなの

青年の会で T サティに買物学習に行きました。
レコード店でＣＤアルバムとアイドル写真を 2
枚買いました。それからみんなでプリクラをし
ました。（中略）とても楽しい一日でよい経験
をしました。これからもいろんな人たちと会っ
て話もしたいし、ボウリングもしたいし、たく

さんの行事にも進んで参加し、自分のためにな
るようにしていきたいです。」 

 
13 年間活動を継続している T 市「みんなの青

年の会」の活動内容及び経過を概括したが、
Table １、３、６に示した月例定例会活動の活
動日数を内容ごとに分類したものが Fig.１で
ある。この分類は大南(2000)によるもので、①

教養講座・話し合い等、②体育・スポーツ等、
③趣味・習いごと等、④レクリエーション、⑤
見学・旅行等、⑥調理・食事作法等の６つのカ
テゴリーからなっている。ただし、このカテゴ

リーにない分類として、「⑦ボランティア活動
等」を追加設定した。なお、「▲」印は、学級
生たちのニーズを反映した活動を示し、「■」
印は、学級生たちのニーズを反映し、かつ企

画・活動に加わった活動を示した。 
 第１期は保護者と筆者によって活動内容が
検討されていたが、年度によって内容の占める
割合が変化している。このことは、開始当初の

ため、その内容設定の困難さをしめしているも
のと思われる。ちなみに、各期毎の１年間にお
ける月例定例会の割合について見てみる。  

　 時　間 活動内容 Ｅさんの活動 筆者及びボランティアの援助
午前１０：００ 福祉センターに集合 人数確認、役員に協力依頼

１０：１０ 学級長の挨拶 学級長の紹介
学級生への新年の抱負のインタビュー

１０：３０ みんなで踊ろう 率先して踊る
音楽係

１１：３０ 祝賀会食
午後１２：３０ カラオケスタジオに グループ分け（役員はリーダーになる） グループ分けの援助

移動
カラオケスタジオ着 カラオケを楽しむ 機械操作の援助

一緒にカラオケを楽しむ
３：３０ 終了 人数確認

解散 2月定例会のパンフレットの配布

Table 7 新春カラオケ大会の流れ（2003 年 1月 19日） 
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第１期では計 52 活動が行われており、その平
均は、①教養講座 30.7％(4.0 回)、⑤見学 20.3％
(2.5 回)、②スポーツ 19.3％(2.5 回)、④レクリ

エーション 13.5％(1.8 回)、③習いごと 8.9％
(1.3 回)、⑥調理 3.1 ％(0.5 回)、⑦ボランティ
ア 4.2％(0.5 回)であった。第２期では計 48 活
動が行われており、その平均は①教養講座

27.8％(4.0 回)、⑤見学 26.7％(4.0 回)、④レク
リエーション25.3％(3.8回)、②スポーツ19.3％
(2.5回)、③習いごと4.0％(0.5回)、⑥調理2.9 ％
(0.5 回)、⑦ボランティア 0.0 回(0.0％)であった。

96 年度から学級生たちから選ばれた役員によ
る定例会が発足し、本人たちのニーズを反映し
た活動内容となった。第３期では計 67 活動が
行われており、その平均は⑤見学 29.1％(5.0回)、
④レクリエーション 25.6％(4.4 回)、①教養講
座 22.1％(3.8 回)、②スポーツ 12.7％(2.2 回)、
⑥調理 5.8％(1.0 回)、⑦ボランティア 4.6％(0.8
回)、③習いごと 0.0％(0.0 回)であった。98 年

度からは、学級生たちのニーズを反映し、かつ
企画・活動に加わった活動内容となった。Fig.
１に示したとおり、第３期では、第１期、２期
に比べて学級生のニーズを反映した活動内容

となり、①から⑦までの割合も年度を通して安
定した形となった。なお、クラブ活動について

は、ボランティアクラブが第２期で年平均 11.3
回、第３期で 4.0 回実施された。料理クラブは
第３期で年平均 4.0 回実施された。スポーツク

ラブは第３期で年平均 5.4 回実施された。 
このように 13 年間の取り組みの中で月例定

例会の活動内容は変化していったが、第１期は、
大南(2000)が示す６つのカテゴリーがバラン

スよく配置されていた。第１期の計画は全て保
護者とボランティアによるもであり、「青年学
級」という名称のごとく生涯学習の場である①
教養講座・話し合い、②趣味・習い事等が多く

配置されていた。このことは、高橋(1997)が指
摘する障害のある青年たちの青年期教育の保
障に関しては、学校教育における後期中等教育
の完全保障およびその拡充が課題であるが、同

時に学校卒業後の社会教育における学習活動
の保障が切実なものとなっているという主張
を反映したものと思われる。しかしながら、定
例役員会の発足した第２期以降は、学級生のニ

ーズが活動内容に反映され始め、④レクリエー
ションや⑤見学・旅行等が多く選択されるよう
になった。なお、この結果は大野・宮本・井田
(1989)が指摘する主体的、能動的に取り組める

活動がプログラムが多く選択されている結果
とも一致するものと考えられる。また、第３期
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⑦ボランティア活動等
⑥調理・食事作法等
⑤見学・旅行等
④レクリエーション
③趣味・習い事等
②運動・スポーツ
①教養講座・話し

▲ ▲ ■ ■ ■ ■ ■

「ボランティアクラブ」発足 
｢料理クラブ｣発足 

「みんなの青年の会」に改称、「定例役員会」の発足 

発展期 充実期 開設期 

・▲印は、学級生たちのニーズを反映した活動を示す。 
・■印は、学級生たちのニーズを反映し、かつ企画・活動に加わった活動を示す。 

Fig.１ 対象会の活動内容別の変化 



知的障害者本人参加を重視した青年学級のより豊かな実践を求めて 
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の 1999 年度から活動内容がほとんど同じ割合
になっているが、1998 年度頃から協力してく

れるボランティアの毎回の確保が困難となり、
学級生自らが司会・運営等、活動に参画する必
要に迫られてきた。定例役員会で前年度の計画
を踏襲しながら、本人たちだけで実行可能な計

画づくりを支援した。1999 年度にはボランテ
ィア活動を役員の意見で加えることとなった。
このことは、学級生たちが実行しやすいような
運営形態に活動内容が定型化されたのではな

いかと考える。 
 加えて、学級生のフラストレーション解消の
場として本会が機能していることも考えられ
る。C さん、Ｆさん、H さんやＧさんが述べて

いるように、仲間たちと集うことは普段の会社
の人間関係を忘れ、楽しむことができる大切な
機会となっていることが推測される。杉山
(2002)は、発達障害のある人にとって大きなス

トレスになるのが、職場の人間関係であると指
摘している。仲間と集い余暇を楽しむことが、
杉山の言う「会う楽しみ」となり、適切なスト
レス対処法となっているものと予想され重要

な指摘であると思われる。 
 このようにＴ市「みんなの青年の会」設立当
初は、ほとんど全てにおいて保護者とボランテ
ィアが企画立案し、その指導のもとに活動を行

う形態となっていたが、1996 年度から定例役
員会を中心として役割分担等を行い、学級生た
ちが主体的に進行・運営ができるよう支援し続
けてきた。また、本人たちによる主体的なボラ

ンティア活動の定例化も重要な取り組みであ
った。ボランティアクラブは 1994 年度から始
まっているが、定例役員会において全員で空き
缶拾い等のボランティアをするべきとの意見

が役員から出された。そして、1999 年度から
ボランティア活動が定例会として１回実施さ
れることとなった。このことは、学級生たちが
主体的に地域に貢献していこうとする姿勢を

示すものであり、高く評価されるべきことであ
ると考える。 
 最後に、知的障害者の本人活動の発展とボラ
ンティア確保の課題である。大南(2001；2002)
が指摘しているように、どこの青年学級でもボ
ランティアの確保は大きな課題となっている。
本会も同様の傾向であり、特に学生ボランティ
アは定着率が低い。また、学級生の高齢化を考

えると親の会が中心になって支えていくには
限界があるだろう(松矢・倉田, 1991)。今後は、
学級生たちがお互いにピアサポートし合いな

がら学級を運営していくスタイルも、自主的主
体的な本人活動として必要かつ重要な運営の

在り方だと考える。 
しかしながら、全てを学級生だけで運営する

のは困難と考えられる。会場の確保や福祉バス
の手配、案内状の作成(Fig.２参照)と配布等、

主な活動内容を取り巻く周辺的な活動の存在
があり、そこでは支援者の支援を必要としてい
た。学級生の自主的、主体的な取り組みを実現
するには、やはり細部で支援者がすべき周辺的

活動と、学級生が主役となって自主的、主体的
に活動できるような主活動を峻別し、必要な場
合のみ支援者が的確に支援していく必要があ
ろう。今後、学級生が自主的、主体的に活動す

るための支援の在り方について、さらに検討し
ていくことが求められよう。 
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Ｂ５版で保護者が作成。定例会終了
後に配布し、欠席者には郵送する。 

Fig.2 定例会案内のパンフレット 
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